
感染対策セミナー

20247 18
セミナー内容

施設、事業所、店舗などにおける

環境整備の
重要性を考えよう

※ 開場・受付は13:30より

じゅうろくプラザ（岐阜市文化産業交流センター）小会議室２
JR岐阜駅隣接徒歩２分

フジ精密株式会社｜株式会社エナ
080‒4574‒6153（フジ精密・総務）

木 14:00 15:00
場所

愛知医科大学医学部
臨床感染症学講座 教授

フジ精密株式会社

三鴨 廣繁 先生

14:00 –14:10製品紹介

14:10 –15:00講演

「医療施設における
 事例から学ぶ
  環境整備の重要性」

「クリーン・リフレ
　～無塩型次亜塩素酸水～」

クリーン・リフレとは、原料が水と食塩だけを電気分解して作られ、厚労省より
食品添加物に指定されている弱酸性次亜塩素酸水です。除菌はもちろん、ア
ンモニア臭の他、多くの臭いへの消臭効果があります。さまざまな場所や動植
物へ、安全に除菌消臭が出来る製品をご紹介いたします。

医療施設における病室は、患者さんの治療の場であるとともに生活の場でも
あります。患者さんが安全で安楽に過ごすことができるように環境を整えるの
は、医療施設の責務です。
環境整備は、医療施設に限ったことではなく、特に、食堂、厨房では重要な
ことであると考えられます。環境整備で大切な要素は、空気（清浄さ、室温、
湿度）、明るさ、音、臭いです。これらは、医療施設で言うと、あの有名なフロー
レンス・ナイチンゲールの「看護覚え書」に示されている看護の要素、「新鮮
な空気、陽光、暖かさ、清潔さ、静かさを適切に整えること」そのものである
とも言えます。
医療技術の進歩には著しいものがありますが、医療の現場では、最近では、
通常の日常清掃に加えて、ターミナル清掃の重要性が叫ばれるようになってき
ました。そのための技術として注目されているのが、紫外線照射、蒸気過酸
化水素噴霧、次亜塩素酸水噴霧などです。次亜塩素酸水噴霧に関しては、ター
ミナル清掃だけではなく、医療現場の消臭にも意義があるとされています。ま
た、この技術は、レストランなどででも利用されるようになってきています。
本講演では、医療施設における事例から学ぶ環境整備の重要性についてお話
させていただき、ご参加いただいた方々と一緒に、環境整備について再考す
る機会としたいと思います。

【現職】
■愛知医科大学医学部
 臨床感染症学講座 教授
■愛知医科大学大学院医学研究科
 臨床感染症学 教授
■愛知医科大学病院 感染症科 教授
■愛知医科大学病院 感染制御部
 感染管理室 部長
■愛知医科大学病院 感染制御部
 感染検査室（細菌検査室・遺伝子検査室）
 部長
■岐阜大学医学部 客員教授
■高知大学医学部 客員教授
■横浜市立大学医学部 客員教授
■名城大学薬学部 特任教授
■朝日大学歯学部 客員教授
■私立医科大学病院
 感染対策協議会 議長

※会場についての詳細は裏面参照
主催
問合

参加費
無料

お申し込みは
 こちらから▶

申込締切：7/11（木）まで

感染症の予防対策に関心がある

過去にインフルエンザやCOVID-19で、
集団感染を起こしたことがある

施設、事業所、店舗などで感染予防対策を
早急に実施したいと考えている

こんな方におすすめのセミナーです！




